
平成29年7月8日（土曜日）・9日（日曜日）の2日間、
道東の大樹町で「もくいく交流会inたいき」を開催
しました。当日は、中標津町の緑の少年団「なか
しべつ冒険クラブ」の団員及び日頃からSTEPで
野外体験活動に参加している十勝地区在住の
小学生17名と引率者4名の計21名が参加しました。

令和元年5月12日（日曜日）、芝ざくら滝上公園に

て、滝上町主催の「童話村」第35回植樹祭が開催

されました。滝上町長より「かつて千本桜といわれ

るほど多くの桜で賑わっていたこの公園に、皆さん

の手でまた桜を植えていきましょう」との挨拶があ

り、今年は、ニトリザクラ20本、エゾヤマザクラ80本

の合計100本を植樹しました。バリアフリー規格を

適用して新設された園路沿いには、エゾヤマザク

ラが植えられ、頂上付近のこの園路からは、芝ざく

ら滝上公園全体を見渡すことができます。

令和元年5月28日（火曜日）、えりも町庶野の

町有林において『えりも岬の緑を守る会』主催

によるえりもワクワク森づくり体験事業植樹祭

が開催されました。当日は爽やかな風と晴れ

間が広がるなか、えりも町の小学生を含む213

人が集まりました。会場では、カラマツ400本、

ミズナラ200本、計600本の苗木を植樹しました。

毎年参加を楽しみにしている方もおられ、手際

よく植樹を行っていました。

令和元年5月25日（土曜日）、快晴の天気に恵まれ

た中、長沼町内の国有林において33回目の町民植

樹祭が開催されました。今回の植樹祭は、町の中

心部の住宅街にある国有防風保安林で行われ、近

隣の方の散歩コースになっているので「花の咲く木

も植えてほしい」、「あの山に生えているマツの名前

は？」、「防風林内のエゾエノキはオオムラサキの

食樹となっているのでできるだけ残してほしい」など、

直接地域の方からお話をいただき、有意義な植樹

祭となりました。

検索森もりスクエア詳細は

防風保安林を活用した長沼町町民植樹祭

イワクラ第3回植樹祭 「童話村」第35回植樹祭

「お魚殖やす植樹運動」
令和元年6月3日（月曜日）に当別町道民の森
神居尻地区内「水源の森」において漁業、林業
関係者など158名が参加し開催されました。この
植樹運動は、豊かな森が豊かな海をつくるとい
う考えから北海道漁協女性部連絡協議会を中
心に、全道各地で取り組みが始まりました。今
回はミズナラ・イタヤカエデ・ニレの苗木各250本
合計750本を植樹しました。

（技術普及課）

（胆振東部森林管理署） （西紋別支署）

えりもワクワク森づくり体験事業植樹祭

令和元年5月25日(土曜日)、苫小牧市丸山地区の

国有林において、株式会社イワクラによる社会貢

献の森「環境保全の森」第3回植樹祭が行われま

した。この場所は暴風雨により被害を受けた森林

の整備活動にも取り組みたいとの思いから、社会

貢献の森協定「環境保全の森」を平成28年度に当

署と締結し、実施しているところです。当日は、天

候に恵まれ、気温もどんどん上昇する中汗だくに

なりながら、カラマツとトドマツの苗木680本を約1

時間ほどで植樹しました。

（日高南部森林管理署）（空知森林管理署）
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時
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」 
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森
林
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理
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教
室
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 
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もり 

トムラウシ小年グリーンクラブ
の皆さんと関谷会長（前列中央） 

新島局長（左）のお祝いの言葉 
旭川林業土木協会新谷会長（右から
３番目） 

活動 10 周年の記念看板の前で 
森林ボランティア「オホーツク
の会」吉田会長（左） 

「北海道・木育フェスタ 2019」開会式 

も 

り 
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